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1 ．緒　言

　鉄欠乏は三大微量栄養素欠乏症の一つであり，貧

血や運動機能，認知機能の低下を招く1）．鉄欠乏性

貧血は，世界で 20 億人いる貧血症の約 50% を占め

ており，最も頻度の高い貧血である2）．日本の成人

女性においても，8〜10% の罹患率であることが報

告されている3）．食生活が豊かになり，栄養素の過

剰摂取に大きな注目が集まっている反面，食事調査

の結果から日本人の多くが鉄摂取不足であることが

示されている4）．鉄の摂取量を増やす対策として，

東南アジアなどの発展途上国では，あらかじめ食品

や調味料へ鉄の添加を行い，鉄欠乏性貧血の頻度減

少に大きく役立っている5）．また鉄摂取不足を解消・

予防するために鉄サプリメント・鉄強化食品も多数

販売されているが，わが国での鉄補助食品を利用す

る人の割合は欧米諸国と比べ著しく低いことが報告

されている5）．

　鉄摂取量を増やすには，食事の内容を変えること

や鉄強化食品を利用するだけでなく，鉄製調理器具

を利用することも有効である6）-8）．エチオピアで行

われた研究では，健康な幼児を鉄鍋で調理する家庭

とアルミ鍋で調理する家庭に分けて 12ヶ月間生活

させたところ，鉄鍋で調理する家庭の幼児で血中ヘ

モグロビン値が 1.3 g/dl 上昇したと報告された6）．

また鉄欠乏性貧血ラットに鉄鍋溶出物を投与すると

貧血の改善がみられる7）．調理に鉄製鍋を用いるこ

とで鉄が溶出し，料理の鉄量が増加すること，溶出

された鉄の多くは吸収されやすい二価鉄であること

も明らかにされている8）．鍋以外にも鉄製の包丁で

食材を切断することによっても，鉄量が増加するこ

とが報告されている9）．

　これまでの報告から，鉄製調理器具の利用による

鉄の摂取量増大も，鉄欠乏性貧血の改善に有効であ

る．しかし，これまでに家庭での鉄製調理器具の保

有状況や使用頻度について調査した報告は無い．そ

こで本研究では，家庭での調理主担当者を対象に鉄

製調理器具の保有状況と使用頻度の現状を把握し，

調理器具による鉄欠乏性貧血改善の可能性と問題点

を知る目的で，まずはアンケート調査を実施した．
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2 ．調査の方法

⑴　調査対象

　調査対象は鳥取県内にある T 短期大学生活学科

食物栄養専攻に在籍する学生の家庭ならびにその親

戚家庭の調理主担当者とした．

⑵　調査期間

　調査期間は 2012 年 12 月〜2013 年 1 月であった．

⑶　調査方法

　調査方法は，無記名の自記式アンケート方式で実

施し，後日アンケート用紙を回収した．すなわち，

一部自由記述を含む質問紙を学生に 2 枚ずつ配布

し，学生および親戚の家庭での調理主担当者に回答

してもらい，回収・提出するように依頼した．学生

本人が家庭での調理主担当者である場合は学生が回

答した．アンケート回収率は 65.3% であり，すべて

有効回答であった．

⑷　調査内容

1 ）対象者の属性

　対象者の属性として性別，年代，同居者数，調理

頻度，加熱機器の種類について質問した．

2 ）鉄製調理器具の保有状況・使用頻度

　鉄製のフライパン，中華鍋，片手鍋，急須の保有

状況および使用頻度について質問した．鉄製調理器

具を保有している回答者に，今後鉄製調理器具の使

用頻度を増やしたいと思うか，また全回答者に今後

鉄製調理器具を購入したいと思うかについて質問し

た．どちらの質問も自由記述で理由も合わせて調査

した．

3 ）使用頻度の高い調理器具の材質

　対象者の使用頻度が一番多い調理器具の材質（ス

テンレス，鉄，アルミニウム，フッ素樹脂加工，銅，

ホーロー）について質問した．

⑸　集計方法

　得られた結果は単純集計およびクロス集計をおこ

なった．

3 ．調査結果および考察

⑴　回答者の概要

　表 1 に回答者の性別および年代を示した．回答者

の総数は 128 人であった．90% 以上女性が占めて

おり，30 代〜40 代および 50 代〜60 代の割合が高

かった．

　表 2 に回答者の家庭の同居者数（回答者を含む）

を示した．10 代〜20 代では１人暮らしの割合が高

く，下宿生であると推測される．30 代〜40 代では

表 2　回答者の同居者数（回答者を含む）

同居者数 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人以上
年　代 人数（%）

10 代〜20 代 14（50.0）  1 （ 3.6）  3（10.7）  4（14.3）  4（14.3）  2 （ 7.1）  0 （ 0.0）
30 代〜40 代  0（ 0.0）  1 （ 2.2）  8（17.4） 10（21.7） 12（26.1）  9（19.6）  6（13.0）
50 代〜60 代  1（ 2.3）  7（16.3）  8（18.6）  7（16.3） 16（37.2）  2 （ 4.7）  2 （ 4.7）
70 代以上  2（18.2）  4（36.4）  0 （ 0.0）  2（18.2）  2（18.2）  1 （ 9.1）  0 （ 0.0）

全　体 17（13.3） 13（10.2） 19（14.8） 23（18.0） 34（26.6） 14（10.9）  8 （ 6.3）

表 1　回答者の性別

性　別 女　性 男　性
年　代 人数（%）

10 代〜20 代  23（82.1）  5（17.9）
30 代〜40 代  42（91.3）  4 （ 8.7）
50 代〜60 代  41（95.3）  2 （ 4.7）
70 代以上  10（90.1）  1 （ 9.1）

全　体 116（90.6） 12 （ 9.4）
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3 人〜6 人，50 代〜60 代では 2 人〜5 人が多くを占

めていた．また 70 代以上になると同居人数は低く

なり，2 人が一番高い割合を占めていた．

　表 3 に回答者の調理頻度を示した．10 代〜20 代

では調理頻度が低く，週 3〜4 日および週 1〜2 日の

割合が他の世代よりも高く，週 1 日以下という回答

者も 17.9% 存在していた．30 代〜40 代および 50

代〜60 代では毎日調理する家庭が 80% 以上を占め

ていた．また 70 代以上では毎日が 63.6%，週 5〜6

日が 27.3% を占めており，30 代〜40 代および 50 代

〜60 代よりも調理頻度の低下がみられた．

　表 4 に回答者が家庭で使用する加熱調理機器を示

した．調理器具を選定する際に，家庭での加熱調理

機器の種類によって影響を受けることが予測され

る．10 代〜20 代，30 代〜40 代および 50 代〜60 代

ではガスコンロが半数以上を占め，他は電磁誘導加

熱（IH）式クッキングヒーターであった．10 代〜

20 代でみられたその他の回答は炭火であったが，

IH クッキングヒーターも使用すると回答していた．

70 代以上では，ガスコンロと IH クッキングヒー

ターが半々であった．最近では家庭電気製品の

200V 化とオール電化住宅の普及とともに，加熱調

理機器の IH クッキングヒーターの利用が増えてき

ており10），今回の調査でも全体の 41.4% を占めてい

た．

⑵　鉄製調理器具の保有状況

　表 5 に鉄製調理器具の保有状況を示した．全体で

43.0% が鉄製調理器具を保有していた．年代別にみ

ると，10 代〜20 代での保有割合が一番低く，年代

が高くなるごとに割合は増加していく傾向にあっ

た．また加熱調理機器別に保有状況をみてみると，

ガスコンロの家庭で高く，IH クッキングヒーター

表 3　回答者の調理頻度

調理頻度 毎　日 週 5〜6 日 週 3〜4 日 週 1〜2 日 週 1 日以下
年　代 人数（%）

10 代〜20 代  7（25.0）  7（25.0）  6（21.4） 3（10.7） 5（17.9）
30 代〜40 代 39（84.8）  2（ 4.3）  2（ 4.3） 2（ 4.3） 1（ 2.2）
50 代〜60 代 36（83.7）  2（ 4.7）  2（ 4.7） 3（ 7.0） 0（ 0.0）
70 代以上  7（63.6）  3（27.3）  1（ 9.1） 0（ 0.0） 0（ 0.0）

全　体 89（69.5） 14（10.9） 11（ 8.6） 8（ 6.3） 6（ 4.7）

表 4　家庭で使用する加熱調理機器（複数回答）

加熱調理機器 ガスコンロ IH クッキングヒーター ラジエントヒーター その他
年　代 人数（%）＊

10 代〜20 代 17（60.7） 10（35.7） 1（3.6） 1（3.6）
30 代〜40 代 26（56.5） 21（45.7） 0（0.0） 0（0.0）
50 代〜60 代 27（62.8） 16（37.2） 2（4.7） 0（0.0）
70 代以上  5（45.5）  6（54.5） 0（0.0） 0（0.0）

全　体 75（58.6） 53（41.4） 3（2.3） 1（0.8）
＊回答者数に対する割合を示しているため，100% を越える場合がある

表 5　鉄製調理器具の保有状況

有 無
人数（%）

年代別
10 代〜20 代  9（32.1） 19（67.9）
30 代〜40 代 20（43.5） 26（56.5）
50 代〜60 代 20（46.5） 23（53.5）
70 代以上  6（54.5）  5（45.5）

加熱調理機器別
ガスコンロ 40（53.3） 35（46.7）
IH クッキングヒーター 15（28.3） 38（71.7）

全　体 55（43.0） 73（57.0）
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の家庭で低かった．「今後，鉄製調理器具を購入し

たいですか」の質問で理由について自由記述でたず

ねた際に，「家庭の加熱調理機器が IH クッキング

ヒーターなので購入しない」という理由が 12 人の

回答者から得られた．そのために IH クッキング

ヒーターでは鉄製調理器具が使用できないと認識し

ているので保有していない可能性が考えられる．最

近では IH 用の鉄製調理器具の販売が行われてい

る．そのため鉄製調理器具による鉄摂取量の増大を

考えるのであれば，IH 用の鉄製調理器具を広める

必要があるだろう．

　表 6 に鉄製調理器具別の保有状況を示した．全体

でみるとフライパン（63.6%），次いで中華鍋（58.2%），

片手鍋（41.8%）の順であった．またその他の鉄製

調理器具として，「天ぷら鍋」「すき焼き鍋」「卵焼

き器」といった答えがみられた．

⑶　鉄製調理器具の使用頻度

　鉄製調理器具を保有していると答えた回答者に各

鉄製調理器具の使用頻度をたずねた．その結果を表

表 6　鉄製調理器具の種類別保有状況（複数回答）＊

年　代
フライパン 中華鍋 片手鍋 急　須 その他

人数（%）†

10 代〜20 代  6（66.7）  3（33.3）  7（77.7）  4（44.4）  1（11.1）
30 代〜40 代 13（65.0） 13（65.0）  9（45.0）  6（30.0）  5（25.0）
50 代〜60 代 13（65.0） 12（60.0）  6（30.0）  5（25.0）  9（45.0）
70 代以上  3（50.0）  4（66.6）  1（16.7）  0 （ 0.0）  1（16.7）

全　体 35（63.6） 32（58.2） 23（41.8） 15（27.3） 16（29.1）
＊鉄製調理器具を保有していると回答した人のみ
†回答者数に対する割合を示しているため，100% を越える

表 7　各鉄製調理器具の使用状況
週 5 日以上 週 3〜4 日 週 1〜2 日 月 1〜2 日 年数回

人数（%）
フライパン

10 代〜20 代   2（ 33.3） 2（33.3） 1（16.7） 1（16.7）  0（ 0.0）
30 代〜40 代   7（ 58.3） 4（33.3） 0 （ 0.0） 1 （ 8.3）  0（ 0.0）
50 代〜60 代   5（ 38.5） 2（15.4） 2（15.4） 3（23.1）  1（ 7.7）
70 代以上   1（ 33.3） 1（33.3） 1（33.3） 0 （ 0.0）  0（ 0.0）

全　体  15（ 44.1） 9（26.5） 4（11.8） 5（14.7）  1（ 2.9）
中華鍋

10 代〜20 代   1（ 33.3） 0 （ 0.0） 0 （ 0.0） 1（33.3）  1（33.3）
30 代〜40 代   0 （  0.0） 1 （ 8.3） 4（33.3） 3（25.0）  4（33.3）
50 代〜60 代   0 （  0.0） 2（16.7） 2（16.7） 3（25.0）  5（41.7）
70 代以上   0 （  0.0） 0 （ 0.0） 2（50.0） 1（25.0）  1（25.0）

全　体   1 （  3.2） 3 （ 9.7） 8（25.8） 8（25.8） 11（35.5）
片手鍋

10 代〜20 代   2 （ 40.0） 0 （ 0.0） 2（40.0） 0（ 0.0）  1（20.0）
30 代〜40 代   7 （ 77.8） 1（11.1） 1（11.1） 0（ 0.0）  0 （ 0.0）
50 代〜60 代   2 （ 33.3） 1（16.7） 2（33.3） 0（ 0.0）  1（16.7）
70 代以上   1（100.0） 0 （ 0.0） 0 （ 0.0） 0（ 0.0）  0 （ 0.0）

全　体  12 （ 57.1） 2 （ 9.5） 5（23.8） 0（ 0.0）  2 （ 9.5）
急須

10 代〜20 代  2（ 50.0） 0 （ 0.0） 1（25.0） 0 （ 0.0）  1（25.0）
30 代〜40 代  0 （  0.0） 2（33.3） 0 （ 0.0） 0 （ 0.0）  4（66.7）
50 代〜60 代  1（ 20.0） 0 （ 0.0） 2（40.0） 2（40.0）  0 （ 0.0）
70 代以上  0 （  0.0） 0 （ 0.0） 0 （ 0.0） 0 （ 0.0）  0 （ 0.0）

全　体  3（ 20.0） 2（13.3） 3（20.0） 2（13.3）  5（33.3）
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7 に示した．

　どの世代においてもフライパンと片手鍋を週 5 日

以上使用すると答えた割合が一番高かった．一方，

中華鍋は全体でみると年数回（35.5%）と答えた回

答者が最も多く，次いで週 1〜2 日（25.8%），月 1

〜2 回（25.8%）であった．また急須は保有者が少

なかったために各世代間での傾向をみることはでき

なかった．

　鉄製調理器具の保有者に「今後使用頻度を増やし

たいか」という問いに対して「思う」「どちらとも

思わない」「思わない」の選択肢で回答してもらい，

さらに自由記述で理由をたずねた．その結果を表 8

に示した．各世代とも「どちらとも思わない」と答

えた割合が高く，次いで「思わない」であった．思

わないと答えた回答者の理由として，「重いので使

いたくない」「ステンレスの方が使いやすい」「こげ

やすいために使いにくい」「油を使わないと引っ付

く」といった鉄の特性に関する記述がみられた．ま

た，思うと答えた回答者の理由として，「鉄分がと

れるから」「貧血なので，鉄を少しでも補給したい」

といった鉄摂取量が増えることを期待する記述のみ

がみられた．

　鉄製調理器具の購買意欲を予測するために，「新

たに鉄製調理器具を購入したいか」という問いに対

して「思う」「どちらとも思わない」「思わない」の

選択肢で回答してもらい，さらに自由記述で理由を

たずねた．その結果を表 9 に示した．どの世代にお

いても「思わない」と答えた割合が最も高く，次い

で「どちらとも思わない」であった．思わないと答

えた回答者の理由として，「ステンレスの方が使い

やすい」「必要性を感じない」「フッ素樹脂加工の方

が軽くて調理しやすい」「錆び付くので使いにくい」

「鉄製調理器具は重い」といった鉄の欠点や他素材

の利点があげられた．また家庭の加熱調理機器に関

する理由もあり「IH なので使えない」と 12 人がコ

メントした．それ以外には「今の調理器具で十分」

「大体揃っている」「新しい鍋を置くスペースがない」

といった記述もみられた．

　一方，思うと答えた回答者の理由として，「中華

料理が好きなので鉄製中華鍋を使ってみたい」「IH

に対応するものがあるなら購入したい」「鉄製調理

器具は長持ちするから」といった記述がみられた．

思うと答えた回答者の理由として，鉄の摂取量に関

するコメントは少なかった．このことから鉄欠乏性

貧血で悩んでいる回答者は，既に鉄製調理器具を所

持している傾向にあると考えられる．

　男性では「思う」と回答した人はいなかった．男

性では鉄欠乏性貧血罹患者が女性と比べて低いこと

が関連しているかもしれない．

⑷　使用頻度の高い調理器具

　表 10 に一番よく使用している調理器具の材質を

示した．どの世代においても，フッ素樹脂加工が最

も多く，次いでステンレスであった．この二つの素

材で約 80% を占めていた．他の材質として鉄，ア

ルミニウム，ホーローと回答した人も少数いたが， 

表 8　 「今後，鉄製調理器具の使用頻度を増やした
いか」という質問の結果＊

思う
どちらとも
思わない

思わない

年　代 人数（%）
10 代〜20 代 1（11.1）  5（55.6）  3（33.3）
30 代〜40 代 3（15.0） 11（55.0）  6（30.0）
50 代〜60 代 3（15.8） 12（63.2）  5（26.3）
70 代以上 0 （ 0.0）  3（50.0）  3（50.0）

全　体 7（12.7） 31（56.4） 17（30.9）
＊鉄製調理器具を保有していると回答した人のみ
（回答者 55 名）

表 9　 「今後，新たに鉄製調理器具を購入したいか」
という質問の結果

思う
どちらとも
思わない

思わない

年　代 人数（%）
10 代〜20 代  1 （ 3.6）  8（28.6） 19（67.9）
30 代〜40 代  5（10.9） 20（43.5） 21（45.7）
50 代〜60 代  6（14.0） 13（30.2） 24（55.8）
70 代以上  0 （ 0.0）  1 （ 9.1） 10（90.9）

全　体 12 （ 9.4） 42（32.8） 74（57.8）
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銅と答えた人は１人もいなかった．平成元年〜2 年

に和歌山市周辺地区を対象として行われたアンケー

ト調査では，使用頻度の高い鍋の材質としてアルミ

ニウム，鉄，ホーロー，ステンレスの順であり，テ

フロン樹脂加工は低率であった11）．今回の調査とは

結果が大きく異なる理由として，年月が経ち，手頃

な値段でステンレスやフッ素樹脂加工製の調理器具

が入手できるようになったためと推測される．

要　約

　家庭での調理主担当者を対象として，鉄製調理器

具の保有状況と使用頻度を把握するために，アン

ケート調査を実施した．

　⑴ 鉄製調理器具の保有率は 43.0% であり，10 代

〜20 代での保有割合が一番低く，年代が高くなる

ごとに割合は増加していく傾向がみられた．また加

熱調理機器が IH クッキングヒーターの家庭では，

鉄製調理器具の保有率が低かった．

　⑵ 鉄製調理器具の中で，フライパンや片手鍋の

使用頻度は高かったが，中華鍋の使用頻度は低かっ

た．今後鉄製調理器具の使用を増やしたいと思って

いる人は，鉄の摂取量が増えることを期待している

回答が多かった．鉄製調理器具を新たに購入したい

と回答した割合は低く，「思わない」の回答が最も

多かった．

　⑶ 家庭内で一番使用頻度の高い調理器具の材質

として，フッ素樹脂加工（50.8%）が最も高く，次

いでステンレス（32.8%）の順であった．鉄は 4.7%

と低率であった．

　以上の結果より，鉄の摂取量を意識して積極的に

鉄製調理器具を使用している家庭も少数あるが，多

くの家庭では，フッ素樹脂加工やステンレス製の調

理器具を多く使用していることがわかった．今後，

鉄製調理器具による鉄の摂取量増大を図るのであれ

ば，IH クッキングヒーターへの対応や軽量化した

商品を増やすことが必要であると考える．

　本研究を行うにあたり，調査にご協力頂きました

皆様に心より感謝致します．
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